
【導入】 

中学３年の時、友人がいじめを受け、次第に登校できなくなりました。 

 

実感として、教員の対応が迅速だったとは思えません。 

嫌らせが顕在化するまで、対応はほとんどとられず、その間、友人はひとり苦痛に耐えていた

のです。 

 

もっと早く発見して対処していれば、こんなにも深い傷を負うことはなかったのではないか。学

校側の対応に、強い憤りを感じました。 

 

（間）３秒 

 

本弁論では、いじめへの対応を阻害する行政の体質を指摘し、その解決を訴えます！ 

 

【現状】 

そもそもいじめとは、どういったものなのでしょうか。 

政府によると、被害者が心身の苦痛を感じているもの、とされています。 

 

いじめの被害者は、精神的、肉体的に追い詰められていきます。  

いじめがエスカレートした場合、被害者は自殺や不登校に陥ることもあります。 

実際、2019年度にはこのような被害が 723件もありました。 

 

いじめの原因は、学校でクラス制による集団教育が行われていることや、それによりスクール

カーストが発生してしまうこと、などです。 

つまり、学校はいじめが発生しやすい環境なのです。 

しかし、政府は、集団教育をすることが学校の役割の一つであるとしており、学校環境を変え

ることは大変難しいのが現状です。 

 

この現状に対し、政府は、 

いじめ防止対策推進法を制定しています。 

これにより、道徳教育などの事前策だけでなく、相談体制の整備やいじめの調査、対策組織

の設置など、事後策も講じています。 

 

各学校は、この法律に従い、いじめに対応しています。 

 



学校で、いじめの兆候を最初に確認・対応するのは教員です。 

また、既に起きているいじめに対し、アンケート調査などで実体を把握するのも、教員の仕事

です。 

実際、中学教員の約 95％がいじめの存在を認識しています。 

 

しかし、現状多くのいじめが、無かったことにされているのです。 

その内容は、生徒の訴えを「君の考えすぎじゃない？」と突き放して無かったことにしたり、ア

ンケート調査を改ざん・廃棄したりする、といったものでした。 

直近半年で、22件ものいじめが見て見ぬふりをされていました。 

つまり、1週間に 1件のいじめが放置されている計算なのです。 

これは、明るみになった事例だけの件数であり、実際は、さらに多いことが予測されます。 

 

専門家によると、教員がいじめを見て見ぬふりしたことで、約 9割のいじめが長期化し、内容

がより苛烈なものになったとされています。 

 

さらに、いじめの長期化は PTSDや鬱、そしてパニック障害などに繋がることが、関西学院大

学の研究で分かっています。 

 

つまり、見て見ぬふりをされることで、いじめはエスカレートし、 

被害者はより大きなダメージを受けてしまうのです。 

 

現状をまとめると、苦しんでいるいじめ被害者がいます。 

しかし集団生活を学ぶ学校では、いじめの発生自体を防ぐことには限界があります。 

政府も策は打っていますが、いじめが放置されたことで救われない被害者がいるのです。 

 

【問題点】 

 

被害者の心を傷つけ、最悪の場合死に追いやってしまう。 

いじめは絶対に、許されません！ 

 

しかし、生徒が集団生活を送る学校では、どうしてもいじめが生まれてしまうのです。 

生徒達は、まだ十分には成熟していません。 

だからこそ、先生が気づいていじめを止めてあげなければ、被害は深刻化していきます。 

 

（間） 



 

ただ一人、頼れると思っていた先生。 

 

勇気を出して、助けを求めたのに。 

何もしてもらえず、たった一人で、いじめに耐えなければならなかった。 

いじめ被害者は本当の意味で学校の中で孤立し、絶望してしまうのです。 

 

「誰も助けてくれない」 

 

（間）２ 

 

14歳で、命を絶った、女子生徒の遺書には、こう残されていました。 

 

被害者にとって、いじめの苦痛は終わりなく続きます。 

いじめは見て見ぬふりをされることで被害者の苦痛がさらに長引くこと。 

これは人災であり、防ぎえたことなのです！！ 

 

私はこの現状を、許すことができません！ 

 

（間）3秒 

【理念】  

 

いじめ被害者がいち早く救済される社会、それが私の理想です。 

 

いじめられているのに、見て見ぬふりをされて苦しむ子供たちを救いたい！ 

そのために、行政は、学校がいじめの存在を認めやすい環境を、整備する必要があります。 

 

そうすることで、見て見ぬふりをされていた被害者がいなくなり、 

子ども達は生き生きと学校生活を送ることが、できるようになるのです。↑ 

 

【原因】     

それではなぜ、教員はいじめの見て見ぬふりをするのでしょうか。 

 

その原因には教員に適用される人事評価制度が挙げられます。 

 



この評価制度は全国で採用され、教員の能力向上や学校組織の活性化が目的とされていま

す。 

 

具体的には、教員がクラスを指導する上での目標を、管理職などの評価者に提出します。 

評価者はこの報告内容の達成度を採点し、結果を給与や人事に反映させるのです。 

 

しかし、この評価方法には「いじめの発覚が、評価の減点につながる」という問題があります。 

例えば、評価項目として、児童対応があります。 

具体的には、「生徒の集団や社会の一員としての自覚を養成しているか」、や、「望ましい生

活習慣を育成しているか」、そして、「クラス内での問題に対応しているか」、などです。 

 

いじめがあるとこれらの項目に反してしまい、評価に悪影響が出ます。 

しかし、集団教育が学校で採用されている現状では、いじめの発生自体を防ぐことは極めて

困難です。 

そのため、この評価方法の存在により、いじめは見て見ぬふりをされやすくなるのです。 

実際に、アンケートを改ざんしたことのある教員は、「いじめで評価が下がると思った」と話し

ています。 

 

以上をまとめると、いじめが見逃されたり、見て見ぬふりをされる原因は、人事評価制度にあ

ります。 

 

【方向性】 

そのため、教員がいじめの発生を認めやすいようにするには、 

いじめの発生を不可抗力として、容認する仕組みを導入する必要があります。 

 

【プラン】 

ここで私は、一点のプランを提案します。 

それは、教員の人事評価制度の見直しです。 

具体的には、いじめの発生を不可抗力と認め、人事評価上の減点対象から除外をします。 

さらに、いじめの発見と対処を行政の責務と位置付け、評価対象とします。 

このプランにより、いじめの発見と対処が教員の評価向上に繋がるようになり、 

学校側もいじめの存在を認めやすくなるのです。 

 

いじめを認めることができれば、教員が適切な対応をとり、いじめを解消することができます。 



現在も、いじめ被害者の相談の受け付けや見守りなどの対策を行っており、多くのいじめが

解決しています。 

実際、総務省によると、 

いじめを受け教員に相談した生徒の 7割が、その後解決しています。 

 

このプランにより、いじめを見過ごす学校がなくなり、子どもたちが救われる社会を作ることが

できるのです。 

 

（間） 

 

【締め】 

いじめを受けたのに、見て見ぬふりをされた子供たち。 

傷ついているのに、寄り添ってもらえなかった子供たち。 

深い傷を負い、社会とのつながりを絶ち、自ら死を選ぶ子もいます。 

しかし、周囲が手を差し伸べることで、彼らの心、命も救うことができるのです！ 

「救える命」が失われることのない社会の実現を願って、 

 

本弁論を終了いたします。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 


